
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもお世話になります。年の暮れが近

づいて残り少なくなった暦を「古暦」と

言います。吉屋信子の一句「初暦知らぬ

月日は美しく」はこれから訪れる日々を

詠んだものですが、過ぎ去った長き月日

も古暦の中で美しい思い出となっていく

年の瀬です。二度とない２０１３年、残

りの日々を大切に過ごしたいものです。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町２－１０安和司町ビル２階 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 

mail：y.taira@ht-tax.com 

【インターネット・インフラの進歩で「ウチ充」が急増！】 

自宅での生活を充実させる「ウチ充」思考の人が増えています。中でもウチ充主婦は、

インターネットをフル活用して暮らしを豊かに進化させています。家事のマネジメン

トにネット通販やネットバンクを駆使して時間を節約。空いた時間で海外ドラマや動

画を視聴し、フェイスブックなどのＳＮＳやメールを楽しんでいます。出不精や引き

こもりなどネガティブなイメージはありません。やり繰り上手なウチ充主婦は、家族

ばかりか日本の景気までも元気にしてくれそうです。 

【
印
紙
税
の
非
課
税
範
囲
が
５
万
円
未
満
に
拡
大
】 

 

「
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ

た
受
取
金
額
が
３
万
円
未
満
の
場
合
は
現
在
、
非
課
税
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
受
取
金
額

が
５
万
円
未
満
の
も
の
は
非
課
税
と
な
り
ま
す
。
「
金
銭
ま
た
は

有
価
証
券
の
受
取
書
」
と
は
、
金
銭
ま
た
は
有
価
証
券
を
受
領
し

た
者
が
そ
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
し
、
相
手
方
に

交
付
す
る
証
拠
証
書
を
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
領
収
書
」「
受
取

書
」
「
レ
シ
ー
ト
」
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
ま
た
、
金
銭

や
有
価
証
券
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
、
請
求
書
や
納
品

書
な
ど
に
「
代
済
」「
相
済
」「
了
」
な
ど
と
記
入
し
た
も
の
も
該

当
し
ま
す
。 

飲
食
店
な
ど
の
よ
う
に
、
３
万
円
を 

少
し
だ
け
超
え
る
場
合
が
し
ば
し
ば 

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
非
課
税
範
囲
が 

５
万
円
未
満
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は 

特
に
朗
報
で
し
ょ
う
。 

ま
た
こ
の
他
に
は
「
不
動
産
の
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
」
や
「
建

設
業
法
で
規
定
さ
れ
た
建
設
工
事
の
請
負
に
関
す
る
契
約
書
」
に

お
い
て
も
印
紙
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
軽
減
措
置

は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
期
間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
二
十
五
年
度
の

国
の
歳
入
予
算
を
見
る
と
、
印
紙
に
よ
る
税
収
は
約
１
．
１
兆
円

で
す
。
所
得
税
や
法
人
税
な
ど
の
主
要
税
目
に
比
べ
る
と
少
な
い

で
す
が
、
た
ば
こ
税
の
１
兆
円
弱
や
酒
税
の
１
．
３
兆
円
強
と
肩

を
並
べ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
比
べ
て
み
る
と
、
印
紙
税
も
け
っ
こ

う
な
税
収
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
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【たまには右や左、上や下を見ることも大切】 

 

65 歳の誕生日に社長の座を息子に譲ったある男性のお話です。 

長年、小売業を営んできた彼は、「経営者からふつうのオジサンに

なって最初にやったのは、養護学校の文化祭を手伝うボランティ

アでした」と話していました。社長退任の時期も、ボランティア

活動も 60 歳から決めていたそうです。養護学校の文化祭の当日、

担当するクラスの生徒たちにあいさつをしました。「名刺なしの自

己紹介なんて学生時代以来だなぁ」と感慨深かったそうです。ク

ラスの出し物はポップコーンの販売で、彼は 14 歳のＫ君と一緒に

会計係を頼まれました。ところが、「主役は子どもたち。自分はフ

ォローする立場」と自分に言い聞かせてＫ君を手伝っていたつも

りが、気が付けばお金をもらって食券を渡す一連の作業をすべて

彼がやっていたそうです。小売業者としてお客様をお待たせしな

い商売を心掛けてきた彼は、今までの癖で「Ｋ君がもたもたして

いるとお客様を待たせてしまう」と思ってしまったのです。しか

し、確かにＫ君は言葉も手の動きもおぼつかず、食券と一緒に 100

円玉を渡してしまう状態だったそうですが文句を言う人は一人も

いません。お待たせしたらお客様がイライラすると気にしている

のは自分だけで、目の前のお客様たちはＫ君が一生懸命にやって

いる姿をニコニコしながら待っている。こんなときでも合理的に

効率を重視してしまう自分に、冷や汗が出る思いだったと彼は振

り返っていました。ふつうのオジサンになった彼は改めて考えた

そうです。文化祭では小売業のプロである自分より、Ｋ君のほう

がよほどお客様との距離が近かった。 

長年、お客様のために頑張ってきたつ 

もりだが、「お客様のため」とは一体 

何だろう。自分は本当にお客様のほう 

を向いた商売をしてきたのだろうか。 

経営者からふつうのオジサンになって 

はじめてそう感じたそうです。「経営者のときはお客様のためにと

脇目も振らずに突き進んだけれど、前ばかり見ていると大切なも

のを見落としてしまいますね。たまには右や左、上や下も見ない

といけないですね」と彼は言っていました。 

【海賊とよばれた男】 
出光興産の創業者・出光佐三氏の生
き様に感銘を受けた著者が現代の
日本に贈る物語。戦後の混乱の中、
海外の石油企業に 
対抗し日本経済再 
生のために奔走す 
る佐三氏の一途な 
姿が元テレビ構成 
作家ならではの視 
点で見事に描かれ 
ています。 

欲張らなければ願いが

叶う運勢です。自分に

自信があっても言動が

行き過ぎると運を破る

ため十分気を付けて！ 

前進するより一旦退く

ほうが結果的に難を逃

れ、新たな道が見付か

ります。迷いがあるな

ら手を出さないこと！ 

長くお付き合いできる

相手かどうかを見極め

る時期に来ています。

特に今月出会った人は

よく吟味しましょう！ 

人を喜ばせることで開

運する運勢です。誠意

を尽し、人に喜びを与

えると予想以上の成果

が期待できそうです。 


